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矢野宗幹先生の著書
やのむねもと















弘仁式・貞観式以降の律令の施行細則を取捨・集大成
したもの。全50巻。
三代式の一。延喜5年（905）醍醐天皇の勅により藤原
時平・忠平らが編集。
延長5年（927）成立。康保4年（967）施行。

規定の内容が微細な事柄に及び、百科便覧的な趣（お
もむき）すらあるだけに、日本古代史の研究に不可欠の
ものである。

延喜式巻３７．典薬寮。各地の産物が記載されている。

「富山県で栽培可能な薬用植物」であると考えられる。

延喜式：延喜５年（905年）











日本国内:薬用人参栽培状況

福島県会津若松市：人参（Panax ginseng C.A. Meyer）

日本栽培地（福島県、長野県、島根県）















根元から30センチぐらい上で伐採する。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
根元から30センチぐらい上で伐採する。



鎌で傷をつける。材まで達するように深く縦方向に傷をつける。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
鎌で傷をつける。材まで達するように深く縦方向に傷をつける。



輪切り状に深く傷をつける。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
輪切り状に深く傷をつける。



維管束形成層の位置で、樹皮を剥がす。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
維管束形成層の位置で、樹皮を剥がす。



黄柏エキスからなる家庭薬（２）

「陀羅尼助」という名称の由来

① 「陀羅尼助」は、強い苦味をもつ薬なので、僧侶が陀
羅尼経をとなえるとき、口に含んで眠気を催すのを防い
だところから、陀羅尼経をとなえるのを助ける意味だと
言われている。

② 「陀羅尼助」は、陀羅尼経をとなえながら製造したこ
とから、陀羅尼経の不可思議な霊力で人間を助けるの
でこの名があると言われている。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「陀羅尼助」という名称の由来① 「陀羅尼助」は、強い苦味をもつ薬なので、僧侶が陀羅尼経をとなえるとき、口に含んで眠気を催すのを防いだところから、陀羅尼経をとなえるのを助ける意味だと言われている。② 「陀羅尼助」は、陀羅尼経をとなえながら製造したことから、陀羅尼経の不可思議な霊力で人間を助けるのでこの名があると言われている。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に成分です。黄柏の主な成分は、ベルベリンです。すでにご紹介しましたように、日本薬局方のオウバクの条文にも「本品は定量するとき、換算した生薬の乾燥物に対し、ベルベリン〔塩化ベルベリンとして〕1.2%以上を含む。」とその含量が定められています。アルカロイドとしては、ベルベリンの他に、パルマチン、マグノフロリンなどが含まれています。また、苦味トリテルペノイドのオウバクノン、リモニンなども含まれます。 



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
黄柏末と黄連末です。






